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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、クリティカルケア領域に勤務する看護師の、看護実践能力を向上さ
せるための支援モデルを開発することである。臨床現場で学びあう関係が構築できるよう、リフレクション支援
者育成プログラムを開発し実施した。
プログラムは2022年・2023年の２か年実施した。分析した結果、普段からの語り合える関係づくり、患者の回復
にとって良い実践もヒヤリハットのようなネガティブな実践もともに振り返りができるようなきっかけづくりを
行っていた。本結果で示されたファシリテート方法には、他者の思考が変化する過程に添うための方略が含まれ
ていると考えられた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to develop a support model for improving the 
nursing practice skills of nurses working in the critical care field. Then we developed and 
implemented Reflection Supporter Training Program in order to build relationships in which nurses 
can learn from each other in clinical settings.
The program was carried out over two years, in 2022 and 2023. Our analysis revealed that the 
participants tried to build relationships with the nurses through casual conversation. We also found
 that they created opportunities to reflect on not only negative practices, such as near-misses, but
 also on positive practices that are good for patients’ recovery.
We believe the facilitation methods identified in the results involves ways for going along with the
 process of others' thoughts as they change. It was also suggested that the Reflection Supporter 
Training Program implemented in this study could be a peer support opportunity for clinical 
educators. 

研究分野：クリティカルケア看護
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究においてCOVID-19禍により開発途中となった、「人工呼吸器離脱に関わる看護実践力」の調査項目は、尺
度開発を重ねることにより、クリティカルケア領域に勤務する看護師の看護実践力を測定しうるものになりうる
と考えられ、プログラム評価に応用可能と考えられた。
また、本研究で開発した『リフレクション支援者育成プログラム』はリフレクション支援者に対する教育プログ
ラムとして独自性があり、効果もあることが示された。今後、臨床現場で実地指導者レベルに相当する看護師の
リフレクション支援者育成に有用であると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

（１） 研究の背景 

研究課題の核心をなす学術的「問い」は、集中治療室や救命センターといったクリティ

カルケア領域に勤務する看護師は、優れた臨床判断に裏打ちされた看護実践力をどのよう

に獲得していくのか、そのためにどのような支援が必要かである。一般的に経験学習は専

門職者の臨床知を育むことが知られており、中でもリフレクションの有用性は高い

(Shon,1993)。しかし、クリティカルケア領域では、刻々と変化する多種多様なデータを

扱い、限られた患者の主観的な情報をもとに次々と臨床判断を求められる場面が日常的で

ある。このため一般病棟の看護師に比べ「いまここで」の実践状況を記憶にとどめること

ができず、日々の看護実践について振り返りとして言語化することが難しい。さらにケア

の受け手である患者の大半が気管挿管中や鎮静中で直接的なフィードバックが得にくく、

看護実践の何が貢献しているのか見失う特徴もある(福田,2007)。結果として臨床判断の

意味づけができず看護実践に自信がもてないジレンマに陥る看護師が多い。本研究は、ク

リティカルケア領域の複雑な臨床状況においても看護師がリフレクションを展開できる

「リフレクティブコミュニティ」と称した共同学習の場を創造し、看護実践を支援する教

育プログラムへと発展させたいと考える。 

（２）関連する国内外の研究動向と本研究の位置づけ 

Kolb(1984)は、日々の実践についてリフレクションにより教訓を引き出し新しい状況

に適応させさらに具体的経験を重ねるという、経験学習サイクルを提示した。

Tanner,C.(2006)もまた、臨床判断の構造とその獲得過程に関する臨床判断モデルを提

示し、リフレクションの重要性を指摘している。近年このモデルは注目されているが、

看護学生や新人看護師の臨床判断の具体を明らかにする基礎研究にとどまり、臨床教育

プログラムへ発展させる試みは少ない。本研究は、KolbとTannerの考えに依拠し、クリ

ティカルケア領域に勤務する看護師の日常的な看護実践についてのリフレクションの

機会をいかに作るかが看護実践力支援に繋がると考え、プログラム開発を計画した。 

２．研究の目的 

本研究の目的は、同じ経験年数で所属する組織の異なる看護師同士を一集団とし、集

合してリフレクションとシミュレーションを行い、日々の実践の場に戻ることを繰り返

す循環システムにより共同学習の場を創造する「リフレクティブコミュニティ」を構築

 

 

 

                       

                        

                      

 

図１．本研究で開発するクリティカルケア看護実践支援モデルとその評価指標 

<共同学習内容> 

シミュレーション 

 リフレクション 

ﾘﾌﾚｸﾃｨﾌﾞｺﾐｭﾆﾃｨ 

日々の実践     

<看護実践支援モデル評価に用いる仮説> 

患者指標 
安寧(睡眠・QOL・安楽)スコアが高い 
 人工呼吸器離脱が早く再挿管がない 
看護師の自己評価指標 
「成長実感(開発中)」が高い 
「人工呼吸器離脱に関わる看護実践力(開発中)」が高い 



し、それが看護実践力の向上に寄与するかについて患者指標と看護師の自己評価指標

（図１）を用いて検証し、クリティカルケア看護実践支援モデルを提示することである。 

３．研究の方法 

１）計画時に設定した課題 

本研究では、以下 4つの課題を行う計画とした。課題 1:リフレクティブコミュニテ

ィを共同学習の場にするための要件の抽出を行い、モデル案を構築する。この際、リ

フレクティブコミュニティの構成要員としてのファシリテーター育成方法も検討す

る。課題 2:リフレクティブコミュニティの評価指標を作成する。リフレクティブコミ

ュニティへの参加者は看護実践の質が高く患者回復が早くクリティカルな状況であっ

ても QOL が高いという仮説を検証しうる尺度開発を行う。課題 3:リフレクティブコミ

ュニティを運営し、評価を行う。課題 4:課題１～3をもとに、クリティカルケア看護

実践支援モデルの提示と公表を行う。 

２）本研究助成期間での COVID-19 禍の影響と計画修正 

COVID-19 の世界的なパンデミックを受け、課題 1でシミュレーションを含めた対面

プログラムが実施できなくなった。同時にリフレクティブコミュニティに評価指標作

成のための尺度開発研究を実施することができなくなった。さらに本研究の対象はク

リティカルケア領域に勤務する看護師であり、COVID-19 パンデミックにおいて重症者

対応をし続けており研究協力を求めることそのものが難しくなった。このため、課題

２のリフレクティブコミュニティの評価指標作成として、①人工呼吸器離脱に関わる看護

実践力の尺度開発は実態調査にとどめること、②リフレクション支援者育成プログラムを

検討することとした。 

（１）人工呼吸器離脱に関わる看護実践力の実態調査 

先行研究及び３学会合同人工呼吸器離脱プロトコルをもとにアイテムプールを作成

した。研究者間で検討を重ね、6構成概念 96 項目からなる尺度原案 ver1 を作成し

た。プレテストとパイロットスタディを経て 3因子 22 項目からなる『人工呼吸器離脱

に関わる看護実践力』を用いて本調査を実施した。本調査の対象施設は日本救急学会･

日本集中治療医学会に登録の 383 施設の関連部署とした。対象者はクリティカルケア

領域に勤務する常勤看護師で管理者を除き、当該領域の経験が２年目以上のものとし

た。本調査は 2018 年 12 月～2019 年 9 月末に実施した。配布と回収方法は web 調査と

し因子分析を行った。統計ソフトは SPSSver26 を用いた。倫理的配慮は、研究代表者

が属する倫理審査委員会の審査を受け実施した（パイロットスタディ承認番号 29-

172(8788)・本調査承認番号 30-198(9219)）。 

（２）リフレクション支援者育成プログラムの検討 

ａ．『リフレクション支援者育成プログラム』原案の検討とプログラムの確定 

臨床現場での共同学習を支える構成メンバーの核となるものとして、実際の臨床現場に

おいて、実地指導者役割を担った経験が１年以上ある看護師をリフレクション支援者にな



りうると設定した。『リフレ

クション支援者育成プログ

ラム』は、以下図２の流れ

で実施することにした。 

オンラインを用いた集合教

育を実施することとした。

プログラムは 3セッション

で構成した。各セッション

は約 1か月のインターバル

を設けた。インターバル期

間中、現場でリフレクショ

ン支援の取り組み実施を依

頼した。 

ｂ．『リフレクション支援者育成プログラム』参加者の気づきに関する調査 

本研究で設定した『リフレクション支援者育成プログラム』に参加した看護師の、他者

のリフレクションを支援するリフレクション支援者としての実践にどのような変化がある

のかについて、実態として明らかにするための調査を実施した。セッション中のグループ

ワーク内容を録音し、逐語録を作成した。そして、①リフレクション支援者として大切だ

と気づいた内容、②リフレクション支援方法として効果があると参加者同士がフィードバ

ックしている内容、以上２つの視点について、それぞれ、理由も含め解釈した。倫理的配

慮は研究代表者の所属機関の倫理審査（22医-011）の承認を経て、実施した。 

４．研究成果 

（１）人工呼吸器離脱に関わる看護実践力の実態調査 

314 名の回答を得て、回答の欠損など確認し 275 名の回答を分析対象とした（有効

回答率 87.5%）。属性は男性 77 名女性 198 名、当該領域平均経験年数 7.64 年であっ

た。分析結果、５因子が抽出された。第 1因子は、呼吸負荷をかけ全身状態を評価す

る内容が高い負荷量を示し「呼吸負荷を見極め安定化を図る介入(8 項目)」と命名し

た。第 2因子は、呼吸サポートの増減を見極める内容が高い負荷量を示し「適切な呼

吸サポートの評価(5 項目)」と命名した。第 3因子は、自発呼吸の確立と安定化を図

る内容が高い負荷量を示し「自発呼吸確立に向けた評価(2項目)」と命名した。第 4

因子は、チームメンバーと自発呼吸確立を模索する内容が高い負荷量を示し「チーム

メンバーとの協働による呼吸評価(4 項目)」と命名した。第 5因子は、挿管中の患者

に安心感を与え回復に導く関わりが高い負荷量を示し「患者に状況理解を促し回復へ

と導く介入(3 項目)」と命名した。 

「呼吸負荷を見極め安定化を図る介入」と「患者に状況理解を促し回復へと導く介

入」は、自発呼吸確立に向けた看護独自の実践と考えられた。「チームメンバーとの

 
図 2．『リフレクション支援者育成プログラム』の概要 



協働による呼吸評価」の因子が抽出されたことは、看護の自律した判断を必要とされ

ている現れとも考えられ、呼吸状態の評価をより強化する必要性が示唆された。 

（２）リフレクション支援者育成プログラムの検討 

ａ．プログラム実施状況と参加者の概要 

『リフレクション支援者育成プログラム』は、2022 と 2023 年に実施した。プログラム

参加者は 15 名で、1グループ 3～4名、計 4グループ形成した。参加者の経験年数は 3～

20（平均 9.8）年であった。 

ｂ．分析結果 

以下２点について分析を行った。以下の文中の[]は抽出したカテゴリを指す。 

①『リフレクション支援者育成プログラム』参加者の支援者としての気づき 

リフレクション支援をする場合の前提条件として[普段からの承認の姿勢]を挙げてい

た。加えて[意図して聴いていることが伝わる声かけ]がリフレクションのきっかけつくり

に欠かせないと考えていた。良い実践経験も話題にすることで[責められているような気

持ちにさせない場を形成すること]になり、ネガティブな内容の中でもできていることを

話題にすることが[話者自身が納得し自信につなげること]となり、話者の成長につながる

と考えていた。 

②『リフレクション支援者育成プログラム』参加者が効果的と捉えた支援方法 

リフレクションは指導内容を伝える手段ではなく[思考を整理する場にする]ことを前提

とし、[求めている方向へと話者がむく] [次につながる考えを見つけられる]ようにする

ことが重要と捉えていた。さらに、リフレクションの[思考を整理する場にする] 効果が

実感できたからこそ、[他者が行うリフレクション支援では表現しきれない話者の思い表

出させる]こともリフレクション支援と捉えていた。 

ｃ．『リフレクション支援者育成プログラム』の評価 

上記①と②の分析結果には、他者の思考が変化する過程に添うための方略が含まれてい

ると考えた。リフレクション支援の実際を共有するプログラム内でのディスカッション

が、リフレクション支援者としての気づきを促進すると推察された。加えて、話者のリフ

レクションを促進する具体が示されたと考えられた。結果として、開発した『リフレクシ

ョン支援者育成プログラム』は、実地指導者のピアサポートの場になることが示唆され、

リフレクション支援者育成に効果があることが示唆された。今後は、本プログラムが実際

の臨床現場で適用し、リフレクティブコミュニティ形成に連なる方略を検討する。 
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